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2.14.2. 教員業績概要 
職名： 教授 氏名： 村山 優子 
[教育活動］ 
(a) 学部担当授業科目 
情報ネットワーク論，専門英語 II，ソフトウェア情報学総論，ソフトウェア演習 A/B/C，メディアシステム演習 A/B/C，
メディアシステムゼミ A/B，卒業研究・卒業制作 A/B 
(b) 研究科担当授業科目 
情報セキュリティ特論 III，ソフトウェア情報学ゼミナール I/II/III，ソフトウェア情報学研究，ソフトウェア情
報学特別研究，特別ゼミナール 
(c) その他（教育内容・方法の工夫，作成した教材など） 
ボランティアベースで，金曜日 18:00以降に研究ミーティングを開催している．どの学年でも参加可能だが，ほと
んどは，3年生以上の有志の学生である．自分たちの関る研究や興味をもつ分野の紹介を行う．研究指向型教育の実
践を行っている． 
 
[研究活動］ 
(a) 著書 
1) Fujihara, Y. & Murayama, Y.: A user survey on the interface causing discomfort for warning. In Rita Matrai 
(ed.) User Interfaces, I-Tech Education and Publishing, ISBN:9789533070841, chapter 3担当 pp.21-34 
2010年 5月 
(b) 査読ありの論文誌に掲載された論文 
1) 藤原康宏，村山優子：コンピュータ利用時の不快感を利用した警告インタフェースの提案，情報処理学会論文誌，
Vol.52，No.1,pp.77-89 2011年 1月 
2) 齊藤義仰，村山優子：視聴者コメントを用いた広告動画挿入タイミング決定アルゴリズムの提案と評価，情報処
理学会論文誌，Vol.52，No.2, pp. 520-528 2011年 2月 
(c) (b)以外の査読付き成果（論文誌ではない学術論文、国際会議プロシーディング、ワークショップ等） 
(国際会議プロシーディング) 
1) Fujihara, Y., Kanamori, Y., Mukai, M., Saito, Y. & Murayama, Y.: A preliminary experiment on a warning 
interface causing discomfort for sense of security, Anshin, The International Workshop on Infrastructure 
Assurance (iWiA2010), pp.69-75 2010年 6月 
2) Nishioka, D., Fujihara, Y., Inoue, A. & Murayama, Y.: Producing a questionnaire about Anshin: a study 
on the sense of security and safety to use information and communication technologies, The International 
Workshop on Infrastructure Assurance (iWiA2010), pp.76-81 2010年 6月 
3) Isogai, Y., Saito, Y. & Murayama, Y.: Implementation and Evaluation of a Summarization Support System 
for Digest Videos based on Comments from Audience, The International Workshop on Infrastructure 
Assurance (iWiA2010), pp.82-89 2010年 6月 
4) Murayama, Y., Fujihara, Y., Hauser, C. and Inoue, A.: An Introduction to the Concept of Anshin, The 
International Workshop on Location-based Trust Management (LocalTrus2010), pp.22-32 2010年 6月 
5) Fujihara, Y., Kanamori, Y., Mukai, M. & Murayama, Y.: An interface causing discomfort to prevent user 
from missending e-mail messages to incorrect addresses, Poster and Demonstration Paper Proceedings of 
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the Fourth IFIP WG 11.11 International Conference on Trust Management (IFIPTM 2010), pp.9-12 2010
年 6月 
6) Nishioka, D., Fujihara, Y., Inoue, A. & Murayama, Y.: Producing a questionnaire on Anshin for information 
security, Poster and Demonstration Paper Proceedings of the Fourth IFIP WG 11.11 International 
Conference on Trust Management (IFIPTM 2010), pp.13-16 2010年 6 月 
7) Nishioka, D., Fujihara, Y. & Murayama, Y.: Enhancement of Questionnaire on Anshin, The third EWU-IPU 
International Exchange Program in Computer Science, pp. 7-8 2010年 9月 
8) Saito, Y. & Murayama, Y.: Design and Implementation of an Interactive Live Broadcasting System with 
a High-Quality Snapshot Function on the Internet , The third EWU-IPU International Exchange Program 
in Computer Science, pp. 19-20 2010年 9月 
9) Saito, Y. & Murayama, Y.: An Experiment for an Interactive Internet Live Broadcasting System with a 
High-Quality Snapshot Function, International Workshop on informatics (IWIN 2010), pp.152-157 2010
年 9月 
10) Saito, Y. and Murayama, Y.: Implementation of an Internet Broadcasting Systemwith Video Advertisement 
Insertion based on Audience Comments, 1st International Workshop on Streaming Media Delivery and 
Management Systems, pp.505-510 2011年 11月 
11) Murayama, Y., Hauser, C., Fujihara, Y., Nishioka, D. and Inoue, A.: The Comparison Study between the 
US and Japan on the Sense of Security, Anshin with non-Computer-Science Students, Proceedings of the 
44th Hawaii International Conference on System Sciences (HICSS)  2011年 1月 
(査読つき国内学会，研究会) 
12) 西岡大，藤原康宏，村山優子：情報セキュリティ技術に関する安心感の質問紙調査の項目検討のための予備調
査，マルチメディア，分散，協調とモバイルシンポジウム論文集，pp.748-754 2010年 7月 
13) 藤原康宏，永吉孝行，西山義孝，村山優子：トラックドライバの安心に関する質問紙調査の分析，マルチメデ
ィア，分散，協調とモバイルシンポジウム論文集，pp.755-760 2010年 7月 
14) 川田剛志，藤原康宏，齊藤義仰，村山優子：ファイル管理機能を強化した戸下通信システムの実用化に関する
検討，マルチメディア，分散，協調とモバイルシンポジウム論文集，pp.2075-2080 2010年 7月 
15) 齊藤義仰，長野将広，村山優子：視聴者コメントを用いた広告動画挿入タイミング決定アルゴリズムの提案，
マルチメディア，分散，協調とモバイルシンポジウム論文集，pp.1646-1651 2010年 7月 
16) 磯貝佳輝，齊藤義仰，村山優子：視聴者コメントを用いた紹介動画作成アルゴリズムの検討，マルチメディア，
分散，協調とモバイルシンポジウム論文集，pp.52-58 2010年 7月 
(d) 研究発表（査読なしの論文等） 
1) 藤原康宏，永吉孝行，西山義孝，村山優子：トラックドライバの安心に関する質問紙調査の実施，情報処理学
会情報セキュリティ心理学とトラスト研究グループ研究報告集，pp.1-5 2010年 5 月 
2) 藤原康宏，村山優子：学校における教師・保護者のプライバシの感じ方に関する調査，コンピュータセキュリ
ティシンポジウム論文集，pp.609-614 2010年 10月 
3) 西岡大，藤原康宏，村山優子：情報セキュリティに関する安心感における質問紙の項目検討のための Web調査，
コンピュータセキュリティシンポジウム論文集，pp.615-620 2010年 10月 
4) 齊藤義仰，村山優子：インターネット放送におけるインタラクティブ広告手法の調査, コンシューマ・デバイ
ス＆システム研究グループ研究報告 2010年 12月 
5) 齊藤義仰，村山優子：記念写真撮影機能を備えたインターネット放送システムの実装と評価，グループウェア
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とネットワークサービス研究報告集，Vol.2011-GN-78 No.16, pp.1-6 2011年 1月 
6) 西岡大，藤原康宏，村山優子：情報セキュリティに関する安心感における質問紙の項目検討のための Web調査，
情報処理学会情報セキュリティ心理学とトラスト研究グループ研究報告集，pp.13-22 2011年 2 月 
(e) 研究費の獲得 
1) 科学研究費：基盤研究(B)虚偽の安心と真の安心に関する研究，5,590 千円, 研究代表者 
2) 共同研究費：日産ディーゼル，800千円 
3) 岩手県立大学研究関連助成金：新しい研究領域「トラスト」確立に関する研究, 1,500千円, 研究代表者 
(f) その他総説・解説、調査報告・市場調査、特許、受賞、報道など 
該当無し 
 
[大学運営］ 
(a) 全学委員会 
該当無し 
(b) 学部/研究科の委員会 
研究科入試委員会委員長 
(c) 学生支援 
講座の学生のチュートリアル 
(d) その他 
東ワシントン大学とともに大学院生および教員の米国での研究レベルの交流を平成 20年度より開始 
 
[社会貢献］ 
(a) 国や地方自治体などにおける活動 
1) 文部科学省 科学技術専門調査員 
2) 文部科学省 次期学術情報ネットワークに関する検討会委員  
3) 総務省 情報通信審議会 専門委員 
4) NICT 委託研究評価委員 
5) IPA情報セキュリティ関連事業審議委員 
6) IPA 情報セキュリティと行動科学研究会委員 
7) 盛岡市情報化基本計画策定懇話会委員 
(b) 企業・団体などにおける活動 
該当無し 
(c) 一般教育 
該当無し 
(d) 産学連携 
UDトラックスとの共同研究 
(e) 学会などにおける活動 
1) ネットワーク法学会理事長 
2) 情報処理学会セキュリティ委員長 
3) 情報処理学会情報セキュリティ心理学とトラスト研究グループ主査 
4) 情報処理学会コンピュータセキュリティ研究会顧問 
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5) 情報処理学会論文誌特集号編集委員 
6) 情報処理学会平成 22年度代表会員 
7) 電子情報通信学会 ユビキタスネットワーク社会におけるバイオメトリクスセキュリティ時限研究専門委員会
専門委員 
8) FIT2010 プログラム委員長 
9) FIT推進委員 
10) IWSEC2010アドバイザリ委員 
11) IWSEC2011アドバイザリ委員 
12) IFIP TC11 WGコーディネータ 
13) IFIP WG11.11 Vice Chair(副委員長) 
14) IFIP TM2010 組織委員長 
15) IFIP TM2011プログラム委員 
16) IFIP SEC2010プログラム委員 
17) IFIP SEC2011 Program Co-Chair(プログラム委員長) 
(f) その他 
1) 筑波大学「リスク工学専攻大学院ＧＰ」外部評価委員 
 
[主な業績］ 
インターネット上のインフォーマルコミュニケーションサービスを提供するシステムについて,必要とされるネ
ットワーク技術，協調支援，サービス提供のビジネスモデルやトラストモデルについて研究を行った． 
1. WWW上の戸下通信の開発と運用 
2. インターネット放送に関する研究 
3. インターネット上のプリンタサーフの研究 
4. 安心とトラストに関する基礎研究 
5. 不快なインタフェースの応用に関する研究 
6. 安心感を考慮したリスクコミュニケーションについての研究 
1は,インターネット上に戸口のメタファを利用した通信システムを構築し運用実験を行う研究である．実践的な
応用実験を行った. 2は,様々な形のインターネット放送について実践的に研究する.個人放送やインタラクティブ
なインタフェースを利用した放送技術についての課題に取り組んだ. 3は,インターネット上での紙媒体と電子媒
体の融合によるコミュニケーション基盤の構築に関する研究である.アクセス制御やトラストの観点からの課題に
ついても研究を進めた. 4は,ネットワーク上のシステムやサービスの安心感などの主観的評価について考察する.
安心とトラストという概念を明確にして行く研究である.安心感について，プライバシにおける安心感や安全性
(Safety)についての安心感についても考察を行った. 5は,インタフェースから不快感を利用者に与えることによ
り,システムのセキュリティに関する危険な状態を気づかせることを目標にした研究である.このようなインタフェ
ースの応用について実践的に取り組んだ. 6は,安心の要因の応用として，相手を安心させるためのリスクコミュニ
ケーション支援技術について研究した. 
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職名： 准教授 氏名： 藤原 康宏 
[教育活動］ 
(a) 学部担当授業科目 
情報科教育法 I，教育実習 I/II，学の世界入門，プロジェクト演習 I/ II，ソフトウェア演習 A/B/C，メディアシス
テム演習 A/B/C，メディアシステムゼミ A/B，卒業研究・卒業制作 A/B 
(b) 研究科担当授業科目 
情報システム評価特論 II，ソフトウェア情報学ゼミナール I/II/III，ソフトウェア情報学研究，特別ゼミナール，
ソフトウェア情報学特別研究 
(c) その他（教育内容・方法の工夫，作成した教材など） 
該当無し 
 
[研究活動］ 
(a) 著書 
1) Fujihara, Y. & Murayama, Y.: A user survey on the interface causing discomfort for warning. In Rita 
Matrai (ed.) User Interfaces, I-Tech Education and Publishing, ISBN:9789533070841, chapter 3 担当 
pp.21-34 2010年 5月 
(b) 査読ありの論文誌に掲載された論文 
1) 藤原康宏，村山優子：コンピュータ利用時の不快感を利用した警告インタフェースの提案，情報処理学会論文
誌，Vol.52，No.1,pp.77-89 2011年 1月 
(c) (b)以外の査読付き成果（論文誌ではない学術論文、国際会議プロシーディング、ワークショップ等） 
(国際会議プロシーディング) 
1) N Fujihara, Y., Kanamori, Y., Mukai, M., Saito, Y. & Murayama, Y.: A preliminary experiment on a warning 
interface causing discomfort for sense of security, Anshin, The International Workshop on Infrastructure 
Assurance (iWiA2010), pp.69-75 2010年 6月 
2) Nishioka, D., Fujihara, Y., Inoue, A. & Murayama, Y.: Producing a questionnaire about Anshin: a study 
on the sense of security and safety to use information and communication technologies, The International 
Workshop on Infrastructure Assurance (iWiA2010), pp.76-81 2010年 6月 
3) Murayama, Y., Fujihara, Y., Hauser, C. and Inoue, A.: An Introduction to the Concept of Anshin, The 
International Workshop on Location-based Trust Management (LocalTrus2010), pp.22-32 2010年 6月 
4) Fujihara, Y., Kanamori, Y., Mukai, M. & Murayama, Y.: An interface causing discomfort to prevent user 
from missending e-mail messages to incorrect addresses, Poster and Demonstration Paper Proceedings of 
the Fourth IFIP WG 11.11 International Conference on Trust Management (IFIPTM 2010), pp.9-12 2010
年 6月 
5) Nishioka, D., Fujihara, Y., Inoue, A. & Murayama, Y.: Producing a questionnaire on Anshin for information 
security, Poster and Demonstration Paper Proceedings of the Fourth IFIP WG 11.11 International 
Conference on Trust Management (IFIPTM 2010), pp.13-16 2010年 6 月 
6) Nishioka, D., Fujihara, Y. & Murayama, Y.: Enhancement of Questionnaire on Anshin, The third EWU-IPU 
International Exchange Program in Computer Science, pp. 7-8 2010年 9月 
7) Murayama, Y., Hauser, C., Fujihara, Y., Nishioka, D. and Inoue, A.: The Comparison Study between the 
US and Japan on the Sense of Security, Anshin with non-Computer-Science Students, Proceedings of the 
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44th Hawaii International Conference on System Sciences (HICSS)  2011年 1月 
 (査読つき国内学会，研究会) 
8) 西岡大，藤原康宏，村山優子：情報セキュリティ技術に関する安心感の質問紙調査の項目検討のための予備調
査，マルチメディア，分散，協調とモバイルシンポジウム論文集，pp.748-754 2010年 7月 
9) 藤原康宏，永吉孝行，西山義孝，村山優子：トラックドライバの安心に関する質問紙調査の分析，マルチメデ
ィア，分散，協調とモバイルシンポジウム論文集，pp.755-760 2010年 7月 
10) 川田剛志，藤原康宏，齊藤義仰，村山優子：ファイル管理機能を強化した戸下通信システムの実用化に関する
検討，マルチメディア，分散，協調とモバイルシンポジウム論文集，pp.2075-2080 2010年 7月 
 (d) 研究発表等（査読なしの論文等） 
1) 藤原康宏，永吉孝行，西山義孝，村山優子：トラックドライバの安心に関する質問紙調査の実施，情報処理学
会情報セキュリティ心理学とトラスト研究グループ研究報告集，pp.1-5 2010年 5 月 
2) 藤原康宏，村山優子：学校における教師・保護者のプライバシの感じ方に関する調査，コンピュータセキュリ
ティシンポジウム論文集，pp.609-614 2010年 10月 
3) 西岡大，藤原康宏，村山優子：情報セキュリティに関する安心感における質問紙の項目検討のための Web調査，
コンピュータセキュリティシンポジウム論文集，pp.615-620 2010年 10月 
4) 藤原康宏，永岡慶三：グループワークを取り入れた演習における学習者間レポート相互添削の実践，電子情報
通信学会教育工学研究会技術研究報告，ET2010-60，pp.65-70 2010年 11月 
5) 西岡大，藤原康宏，村山優子：情報セキュリティに関する安心感における質問紙の項目検討のための Web調査，
情報処理学会情報セキュリティ心理学とトラスト研究グループ研究報告集，pp.13-22 2011年 2 月 
(e) 研究費の獲得 
1) 科学研究費補助金（若手研究Ｂ），“ピア・アセスメントにおける他者評価能力の可視化ツールの開発”，研
究代表者 
2) 岩手県立大学 先端・独創的研究助成，“インターネット利用時の危険への気づきを喚起するインタフェースの
研究”，研究代表者 
(f) その他総説・解説、調査報告・市場調査、特許、受賞、報道など 
1) 藤原康宏，永吉孝行：ユーザに安心を提供する～トラックドライバの安全運転に対する安心感を事例として～，
情報処理学学会誌「情報処理」，52(1)，pp.64-65 2011年 1月 
 
[大学運営］ 
(a) 全学委員会 
該当無し 
(b) 学部/研究科の委員会 
学部・入試部会(入試検討委員会)，学部・プロジェクト演習タスクフォース，研究科・入試委員会 
(c) 学生支援 
教職課程履修者の支援，写真部顧問 
(d) その他 
該当無し 
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[社会貢献］ 
(a) 国や地方自治体などにおける活動 
該当無し 
(b) 企業・団体などにおける活動 
該当無し 
(c) 一般教育 
該当無し 
(d) 産学連携 
UDトラックスとの共同研究 
(e) 学会などにおける活動 
IEEE Education Society Japan Chapter Secretary 
情報処理学会 情報セキュリティ心理学とトラスト研究グループ 幹事 
電子情報通信学会 教育工学研究専門委員会 専門委員 
教育システム情報学会 英文誌編集委員 
IFIP TM2010 Local Organization Chair 
情報処理学会論文誌 特集号”Trust Management” 編集委員会幹事 
日本教育工学会論文誌 増刊号編集委員 
日本教育工学会論文誌 特集号「新時代の学習評価」編集委員 
情報処理学会論文誌 特集号「人と共存するコンピュータセキュリティ技術」 編集委員 
電気学会 ＩＴリスク管理技術調査専門委員会 委員 
コンピュータ セキュリティ シンポジウム 2010 プログラム委員 
(f) その他 
該当無し 
 
 [主な業績］ 
インターネットを利用する際に，悪意を持って作成されたシステムやセキュリティ対策が不十分であるシステム
に遭遇する場合がある．安心してインターネットを利用するために，このような場面で，利用者に不快を与えるこ
とで，直感的に注意を促すことができるインタフェースの研究調査および試作システムの開発を行った．メールの
誤送信を防ぐための不快なインタフェースの効果について実験を行った． 
昨年度実施したトラックドライバの安心や不安についての質問紙を使い，一般のドライバに質問紙調査を実施し
た．一般ドライバとトラックドライバの安心感の要因に大きな差異はないものの，それぞれが重視している安心感
の要因は異なっていることが明らかになった． 
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職名： 講師 氏名： 齊藤 義仰 
[教育活動］ 
(a) 学部担当授業科目 
情報ネットワーク実践論，基礎教養入門，コンピュータ入門，ソフトウェア演習 A/B/C，メディアシステム演習 A/B/C，
メディアシステムゼミ A/B，卒業研究・卒業制作 A/B 
(b) 研究科担当授業科目 
情報ネットワーク特論 I，ソフトウェア情報学ゼミナール I/II/III，ソフトウェア情報学研究，特別ゼミナール，
ソフトウェア情報学特別研究 
(c) その他（教育内容・方法の工夫，作成した教材など） 
該当無し 
 
[研究活動］ 
(a) 著書 
該当無し 
(b) 査読ありの論文誌に掲載された論文 
1) 齊藤義仰，村山優子：視聴者コメントを用いた広告動画挿入タイミング決定アルゴリズムの提案と評価，情報
処理学会論文誌，Vol.52，No.2, pp. 520-528 2011年 2 月 
2) Saito, Y. and Murayama, Y.: An Experimental Analysis of Accumulated Audience’s Comments for Video 
Summarization, International Journal of Informatics Society, Vol. 2, No.3, pp.88-93, (2010) 
(c) (b)以外の査読付き成果（論文誌ではない学術論文、国際会議プロシーディング、ワークショップ等） 
(国際会議プロシーディング) 
1) Fujihara, Y., Kanamori, Y., Mukai, M, Saito, Y. & Murayama, Y.: A preliminary experiment on a warning 
interface causing discomfort for sense of security, Anshin, The International Workshop on Infrastructure 
Assurance (iWiA2010), pp.69-75 2010年 6月 
2) Isogai, Y., Saito, Y. & Murayama, Y.: Implementation and Evaluation of a Summarization Support System 
for Digest Videos based on Comments from Audience, The International Workshop on Infrastructure 
Assurance (iWiA2010), pp.82-89 2010年 6月 
3) Saito, Y. & Murayama, Y.: Design and Implementation of an Interactive Live Broadcasting System with 
a High-Quality Snapshot Function on the Internet , The third EWU-IPU International Exchange Program 
in Computer Science, pp. 19-20 2010年 9月 
4) Saito, Y. & Murayama, Y.: An Experiment for an Interactive Internet Live Broadcasting System with a 
High-Quality Snapshot Function, International Workshop on informatics (IWIN 2010), pp.152-157 2010
年 9月 
5) Saito, Y. and Murayama, Y.: Implementation of an Internet Broadcasting Systemwith Video Advertisement 
Insertion based on Audience Comments, 1st International Workshop on Streaming Media Delivery and 
Management Systems, pp.505-510 2011年 11月 
(査読つき国内学会，研究会) 
6) 川田剛志，藤原康宏，齊藤義仰，村山優子：ファイル管理機能を強化した戸下通信システムの実用化に関する
検討，マルチメディア，分散，協調とモバイルシンポジウム論文集，pp.2075-2080 2010年 7月 
7) 齊藤義仰，長野将広，村山優子：視聴者コメントを用いた広告動画挿入タイミング決定アルゴリズムの提案，
Journal of Faculty of Software and Information Science 2010 
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マルチメディア，分散，協調とモバイルシンポジウム論文集，pp.1646-1651 2010年 7月 
8) 磯貝佳輝，齊藤義仰，村山優子：視聴者コメントを用いた紹介動画作成アルゴリズムの検討，マルチメディア，
分散，協調とモバイルシンポジウム論文集，pp.52-58 2010年 7月 
(d) 研究発表（査読なしの論文等） 
1) 齊藤義仰，村山優子：インターネット放送におけるインタラクティブ広告手法の調査, コンシューマ・デバイ
ス＆システム研究グループ研究報告 2010年 12月 
2) 齊藤義仰，村山優子：記念写真撮影機能を備えたインターネット放送システムの実装と評価，グループウェア
とネットワークサービス研究報告集，Vol.2011-GN-78 No.16, pp.1-6 2011年 1月 
(e) 研究費の獲得 
岩手県立大学 公募型地域課題研究，“インタラクティブなインターネット放送システムを用いた地域イベント発信
に関する研究”，研究代表者 
(f) その他総説・解説、調査報告・市場調査、特許、受賞、報道など 
該当無し 
 
[大学運営］ 
(a) 全学委員会 
該当無し 
(b) 学部/研究科の委員会 
就職委員会，広報委員会 
(c) 学生支援 
該当無し 
(d) その他 
該当無し 
 
[社会貢献］ 
(a) 国や地方自治体などにおける活動 
該当無し 
(b) 企業・団体などにおける活動 
該当無し 
(c) 一般教育 
該当無し 
(d) 産学連携 
該当無し 
(e) 学会などにおける活動 
情報処理学会 放送コンピューティング研究グループ （BCC） 幹事 
情報処理学会 コンシューマデバイス＆システム研究グループ （CDS） 幹事 
(f) その他 
該当無し 
 
 
2.14.コミュニケーション学講座 
191 
 [主な業績］ 
研究課題：インタラクティブなインターネット放送システムに関する研究 
本研究では，従来の受け身な放送モデルからの脱却し，双方向な放送モデルを実現する次世代のインタラクティブ
なインターネット放送システムの実現を目指した研究・調査を行う。具体的には以下の研究を行った。 
① 放送実験の実施 
② 視聴者に提供すべき視聴機能の調査 
③ 放送者に提供すべき放送機能の調査 
④ プロトタイプシステムの作成 
①については、岩手県立大学の大学祭や学位記授与式といった行事のインターネット放送を行い、実験データを収
集した。 
②については、関連研究調査結果と実験データから、インターネット放送において視聴者に提供すべきインタラク
ティブな視聴機能について調査を行った。 
③については、関連研究調査結果と実験データから、インターネット放送において放送者に提供すべきインタラク
ティブな放送機能について調査を行った。 
④については、②と③での調査結果をもとに、次世代のインタラクティブなインターネット放送システムのプロト
タイプシステムの開発を行った。 
  
